
出力日時　2026年04月01日 午後4時46分銘柄　足立よみうり 出力日時　2026年04月01日 午後4時46分銘柄　足立よみうり

第７３６号 令和８年４月３日（金曜日） （６）

第７３６号 令和８年４月３日（金曜日） （８）

第７３６号令和８年４月３日（金曜日）（７）

第７３６号 令和８年４月３日（金曜日） （４）

第７３６号令和８年４月３日（金曜日）（５）

令和８年４月３日（金曜日）（３）

第７３６号 （２）

発　行　所
株式
会社足立読売

〒121-0831 東京都足立区舎人2-2-26
電話  ０３(５６４７)４３４３(代)
FAX  ０３(５６４７)４３８８
HP  http://www.ayomi.co.jp/

33,000

足立よみうり
ホームページ

部

4 3月
２０２６年（令和８年）

日（金）

736

第７３６号 令和８年４月３日（金曜日） （６）

第７３６号 令和８年４月３日（金曜日） （８）

第７３６号令和８年４月３日（金曜日）（７）

第７３６号 令和８年４月３日（金曜日） （４）

第７３６号令和８年４月３日（金曜日）（５）

令和８年４月３日（金曜日）（３）

第７３６号 （２）

発　行　所
株式
会社足立読売

〒121-0831 東京都足立区舎人2-2-26
電話  ０３(５６４７)４３４３(代)
FAX  ０３(５６４７)４３８８
HP  http://www.ayomi.co.jp/

33,000

足立よみうり
ホームページ

部

4 3月
２０２６年（令和８年）

日（金）

736

富
士
ス
カ
ウ
ト

章
受
賞
の
報
告

交
通
安
全
教
室

犯
罪
被
害
防
止
竹の塚
警察署

ベルクスから感謝状

鹿浜バンビークラブが寄贈

鹿西テラスに時計

寄贈した時計の前で

一日署長を委嘱された選手たち

近藤区長を囲んで記念撮影

手を挙げて横断歩道を渡る

鹿
浜
西
小
学
校
の
跡
地
に

建
設
さ
れ
た
鹿
西
テ
ラ
ス

（
ベ
ル
ク
ス
足
立
鹿
浜
店
）

に
、
鹿
浜
バ
ン
ビ
ー
ク
ラ
ブ

（
石
井
一
夫
会
長
）
が
ス
タ

ン
ド
時
計
を
寄
贈
し
た
。
内

覧
会
の
行
わ
れ
た
３
月
17

日
、
ベ
ル
ク
ス
か
ら
同
ク
ラ

ブ
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
。

時
計
は
、
敷
地
内
の
南
西

３
月
14
日
、
竹
の
塚
警
察

署
に
よ
る
「
も
う
す
ぐ
一
年

生
！
交
通
安
全
教
室
」
が
保

木
間
小
学
校
で
開
催
さ
れ

た
。教

室
は
、
管
内
の
新
一
年

生
と
保
護
者
を
対
象
に
毎
年

行
わ
れ
、
こ
の
日
は
約
２
０

▼
施
設
営
繕
部
▽
部
長
＝
田
中

靖
夫（
都
市
建
設
部
建
築
室
長
）

▼
地
域
の
ち
か
ら
推
進
部
▽
参

事
＝
☆
江
川
博
文
（
同
部
地
域

調
整
課
長
〈
統
括
課
長
〉
）
▼

環
境
部
▽
参
事
＝
寺
島
光
大

（
危
機
管
理
部
参
事
）
▼
都
市

建
設
部
▽
参
事
＝
☆
勝
田
健
児

（
同
部
道
路
公
園
整
備
室
長
付

道
路
整
備
課
長
）
▽
建
築
室
長

＝
稲
本
望
（
施
設
営
繕
部
長
、

再
）
▼
教
育
指
導
部
▽
こ
ど
も

支
援
セ
ン
タ
ー
げ
ん
き
所
長
＝

☆
吉
尾
文
彦
（
環
境
部
環
境
政

策
課
長
〈
統
括
課
長
〉
）
〈
子

ど
も
家
庭
部
こ
ど
も
家
庭
相
談

室
長
兼
務
〉

【
課
長
級
】
▼
政
策
経
営
部
▽

副
参
事
〔
Ｉ
Ｃ
Ｔ
戦
略
推
進
担

当
〕
＝
☆
山
崎
悠
生
（
同
部
政

策
経
営
課
政
策
経
営
担
当
係
長

課
長
補
佐
）
▽
区
政
情
報
課
長

＝
小
口
信
一
（
総
務
部
契
約
課

長
〈
統
括
課
長
〉
）
▽
区
民
の

声
相
談
課
長
＝
☆
池
林
智
紀

（
地
域
の
ち
か
ら
推
進
部
生
涯

学
習
支
援
室
長
付
地
域
文
化
課

郷
土
博
物
館
長
課
長
補
佐
）
▽

あ
だ
ち
未
来
創
造
室
長
付
副
参

事
〔
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
・
協
創
推
進
担

当
〕＝
寺
島
光
大（
事
務
取
扱
）

▼
総
務
部
▽
人
事
課
長
〈
統
括

課
長
〉
＝
安
部
嘉
昭
（
事
務
取

扱
）▽
契
約
課
長〈
統
括
課
長
〉

＝
山
根
晃
（
事
務
取
扱
）
▽
副

参
事
・
勤
労
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
派
遣
＝
川
原
井
隆
之

（
同
部
参
事
〔
ガ
バ
ナ
ン
ス
担

当
〕
付
副
参
事
〔
ガ
バ
ナ
ン
ス

担
当
〕
、
再
）
▽
副
参
事
・
生

涯
学
習
振
興
公
社
派
遣
＝
飯
塚

諭
（
足
立
福
祉
事
務
所
西
部
福

祉
課
長
）
▽
参
事
〔
ガ
バ
ナ
ン

ス
担
当
〕
付
副
参
事
〔
ガ
バ
ナ

ン
ス
担
当
〕
＝
☆
斉
藤
進
（
危

機
管
理
部
危
機
管
理
課
反
社
会

的
勢
力
対
策
担
当
係
長
課
長
補

佐
）
〈
同
部
参
事
〔
ガ
バ
ナ
ン

ス
担
当
〕
付
副
参
事
〔
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
推
進
担
当
〕兼
務
〉

▼
危
機
管
理
部
▽
災
害
対
策
課

長
〈
統
括
課
長
〉
＝
大
北
有
慶

（
福
祉
部
福
祉
ま
る
ご
と
相
談

課
長
）
▽
副
参
事
〔
災
害
対
応

力
強
化
担
当
〕＝
鶴
田
広
樹（
東

京
消
防
庁
、
採
用
）
▽
防
災
戦

略
課
長
＝
☆
下
川
貴
行
（
子
ど

も
家
庭
部
私
立
保
育
園
課
公
設

民
営
担
当
係
長
課
長
補
佐
）
▼

施
設
営
繕
部
▽
東
部
地
区
建
設

課
長
＝
☆
國
井
重
信
（
都
市
建

設
部
都
市
建
設
課
都
市
計
画
係

長
課
長
補
佐
）
▽
西
部
地
区
建

設
課
長
＝
山
下
栄
一
（
同
部
庁

舎
管
理
課
長
）
▽
庁
舎
管
理
課

側
、
ふ
わ
ふ
わ
ド
ー
ム
の
前

に
設
置
さ
れ
た
。
石
井
会
長

は
「
こ
の
時
計
が
鹿
浜
の
シ

ン
ボ
ル
に
な
っ
て
欲
し
い
」

と
期
待
し
た
。

同
ク
ラ
ブ
は
、
社
会
奉
仕

団
体
と
し
て
１
９
７
０
年
に

鹿
浜
地
域
の
東
、島
、古
内
、

糀
屋
の
各
町
会
長
ら
に
よ
り

結
成
さ
れ
た
。
鹿
浜
の
獅
子

舞
な
ど
に
も
寄
付
を
続
け
て

い
る
。

鹿
西
テ
ラ
ス
に
は
、
鹿
浜

西
小
学
校
に
あ
っ
た
「
蜻
蛉

池
」や
、大
木
も
何
本
か
残
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
ベ
ル
ク

ス
店
内
に
は
、
鹿
西
小
の
歴

史
館
や
防
災
倉
庫
も
あ
る
。

０
人
が
参
加
し
た
。
第
一
部

は
、
竹
の
塚
交
通
少
年
団
22

人
に
よ
る
演
奏
で
始
ま
っ

た
。
続
い
て
、
魔
法
園
児
マ

モ
ル
ワ
タ
ル
東
京
カ
ン
パ
ニ

ー
に
よ
る
、
親
と
子
の
交
通

安
全
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
が
あ

り
、
参
加
者
し
た
子
供
た
ち

は
、
マ
モ
ル
ワ
タ
ル
く
ん
と

一
緒
に
、
横
断
歩
道
の
渡
り

方
な
ど
交
通
安
全
に
つ
い
て

学
ん
だ
。

第
二
部
は
校
庭
に
出
て
、

横
断
歩
道
を
渡
る
練
習
や
車

の
死
角
に
つ
い
て
実
地
で
学

ん
だ
。
ま
た
、
子
供
た
ち
は

署
員
が
作
っ
た
ガ
チ
ャ
ガ
チ

ャ
で
反
射
板
や
エ
コ
バ
ッ

グ
、
傘
な
ど
の
商
品
を
も
ら

っ
た
。家
族
で
参
加
し
、４
月

か
ら
桜
花
小
学
校
に
入
学
す

る
男
の
子
は「
楽
し
か
っ
た
」

と
恥
ず
か
し
そ
う
に
話
し
て

い
た
。
こ
の
教
室
は
、
通
っ

て
い
た
保
育
園
で
チ
ラ
シ
を

み
て
参
加
し
た
と
い
う
。

　
　
　
　
　
◇

竹
の
塚
警
察
署
で
は
、
犯

罪
被
害
防
止
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
３
月
26
日
、
株
式
会
社
サ

ン
ベ
ル
ク
ス
陸
上
部
の
７
人

に
一
日
警
察
署
長
を
委
嘱
し

た
。委

嘱
を
受
け
た
の
は
、
折

居
卓
哉
キ
ャ
プ
テ
ン
、
渡
邉

奏
太
、市
村
朋
樹
、市
山
翼
、

新
山
舜
心
、
吉
田
響
、
越
陽

汰
の
各
選
手
。
あ
い
に
く
の

小
雨
の
た
め
、
竹
の
塚
警
察

署
周
辺
を
走
り
な
が
ら
「
な

が
ら
見
守
り
」
を
実
施
し
た

あ
と
、
署
内
の
道
場
で
参
加

し
た
20
人
に
走
り
方
教
室
を

行
っ
た
。
終
了
後
選
手
た
ち

は
「
警
察
の
制
服
着
用
が
新

鮮
だ
っ
た
」
と
笑
っ
た
。

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の
「
富

士
ス
カ
ウ
ト
章
」
受
賞
者
ら

が
３
月
23
日
に
区
役
所
を
訪

れ
、
近
藤
や
よ
い
区
長
に
受

賞
報
告
し
た
。
こ
の
章
は
ボ

ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の
高
校
生
年

代（
ベ
ン
チ
ャ
ー
ス
カ
ウ
ト
）

の
中
で
も
自
発
性
と
努
力
を

必
要
と
す
る
最
高
位
の
進
級

章
。
基
本
の
ほ
か
「
ス
カ
ウ

ト
技
能
」「
ス
カ
ウ
ト
精
神
」

「
奉
仕
」
「
成
長
と
貢
献
」

な
ど
６
分
野
の
課
題
ク
リ
ア

が
必
須
と
な
る
。

こ
の
日
は
、
受
賞
し
た
４

人
の
う
ち
野
地
悠
介
さ
ん
、

馬
場
遥
久
さ
ん
、
赤
神
光
紀

さ
ん
の
３
人
が
、
日
本
ボ
ー

イ
ス
カ
ウ
ト
東
京
連
盟
さ
く

ら
地
区
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
・

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
協
議
会
の

芦
川
一
男
会
長
ら
と
と
も
に

長
＝
☆
吉
永
隆
史
（
同
部
中
部

地
区
建
設
課
庶
務
係
長
課
長
補

佐
）
▼
区
民
部
▽
高
齢
医
療
・

年
金
課
長
＝
加
藤
鉄
也
（
教
育

指
導
部
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
課

長
）
▼
地
域
の
ち
か
ら
推
進
部

▽
地
域
調
整
課
長〈
統
括
課
長
〉

＝
江
川
博
文
（
事
務
取
扱
）
▽

住
区
推
進
課
長
＝
☆
早
川
将
基

（
福
祉
部
福
祉
管
理
課
民
生
係

長
課
長
補
佐
）
▽
多
様
性
社
会

推
進
課
長
＝
原
田
裕
介
（
同
部

生
涯
学
習
支
援
室
長
付
ス
ポ
ー

ツ
振
興
課
長
）
▽
副
参
事
〔
絆

づ
く
り
担
当
〕＝
江
川
博
文（
事

務
取
扱
）
▽
生
涯
学
習
支
援
室

長
付
副
参
事
〔
３
分
野
連
携
担

当
〕
＝
福
本
慎
二
〈
中
央
図
書

館
長
兼
務
〉
▽
生
涯
学
習
支
援

室
長
付
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
長
＝

☆
天
野
健
司
（
学
校
運
営
部
青

少
年
青
少
年
育
成
係
長
課
長
補

佐
）
▽
中
央
図
書
館
長
＝
☆
福

本
慎
二
（
福
祉
部
福
祉
ま
る
ご

と
相
談
課
包
括
的
相
談
支
援
係

長
課
長
補
佐
）
▼
産
業
経
済
部

▽
産
業
振
興
課
長
＝
徳
井
傑

（
福
祉
部
高
齢
者
施
策
推
進
室

長
付
医
療
介
護
連
携
課
長
）〈
農

業
委
員
会
事
務
長
兼
務
〉
▼
福

祉
部
▽
福
祉
ま
る
ご
と
相
談
課

長
＝
☆
星
野
武
史
（
同
部
福
祉

ま
る
ご
と
相
談
課
東
部
拠
点
担

当
係
長
課
長
補
佐
）
▽
障
が
い

援
護
課
長
＝
☆
和
田
直
子
（
同

部
障
が
い
援
護
課
期
間
相
談
・

権
利
擁
護
係
長
課
長
補
佐
）〈
足

立
福
祉
事
務
所
副
参
事
〔
障
が

い
者
支
援
担
当
〕
兼
務
〉
▽
高

齢
者
施
策
推
進
室
長
付
高
齢
福

祉
課
長
〈
統
括
課
長
〉
＝
半
貫

陽
子
〈
同
部
高
齢
者
施
策
推
進

室
長
兼
務
〉
▽
高
齢
者
施
策
推

進
室
長
付
高
齢
者
は
つ
ら
つ
支

援
課
長
＝
黒
岩
真
吾
（
英
作
経

営
部
区
民
の
声
相
談
課
長
）
▽

高
齢
者
施
策
推
進
室
長
付
医
療

介
護
連
携
課
長
＝
☆
高
橋
冬
子

（
環
境
部
環
境
政
策
課
管
理
係

長
課
長
補
佐
）
〈
足
立
福
祉
事

務
所
副
参
事〔
高
齢
援
護
担
当
〕

兼
務
〉
▽
足
立
福
祉
事
務
所
千

住
福
祉
課
長
＝
森
田
路
子
（
同

所
北
部
福
祉
課
長
）
▽
足
立
福

祉
事
務
所
東
部
福
祉
課
長
＝
柳

瀬
晴
夫
（
同
部
障
が
い
援
護
課

長
）
▽
足
立
福
祉
事
務
所
西
部

福
祉
課
長
＝
小
田
川
佳
剛
（
子

ど
も
家
庭
部
幼
稚
園
・
地
域
保

育
課
長
）
▽
足
立
福
祉
事
務
所

北
部
福
祉
課
長
＝
藤
井
数
馬

（
同
所
東
部
福
祉
課
長
）
▼
衛

生
部
▽
足
立
保
健
所
竹
の
塚
保

健
セ
ン
タ
ー
長
＝
鈴
木
淳
子

（
地
域
の
ち
か
ら
推
進
部
多
様

性
社
会
推
進
課
長
）
▽
足
立
保

健
所
江
北
保
健
セ
ン
タ
ー
長
＝

☆
高
橋
裕
之
（
衛
生
部
衛
生
管

理
課
衛
生
管
理
係
長
課
長
補

佐
）
▽
足
立
保
健
所
感
染
症
対

策
課
長
＝
宮
下
奈
緒（
中
野
区
）

▼
環
境
部
▽
環
境
政
策
課
長

〈
統
括
課
長
〉＝
寺
島
光
大（
同

部
参
事
事
務
取
扱
）
▽
ご
み
減

量
推
進
課
長
＝
山
岸
覚
（
同
部

生
活
環
境
保
全
課
長
）
▽
生
活

環
境
保
全
課
長
＝
鈴
木
健
二

（
東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事

務
組
合
、
採
用
）
▼
都
市
建
設

部
▽
都
市
建
設
課
長
〈
統
括
課

長
〉＝
勝
田
健
児（
同
部
参
事
、

事
務
取
扱
）
▽
参
事
〔
交
通
対

策
担
当
〕
付
都
市
建
設
部
副
参

事
〔
新
た
な
交
通
担
当
〕
＝
☆

角
田
圭
（
同
部
交
通
対
策
課
推

進
係
長
課
長
補
佐
）
▽
道
路
公

園
整
備
室
長
付
道
路
整
備
課
長

＝
☆
柳
川
俊
介
（
同
部
建
築
室

長
付
建
築
防
災
課
密
集
第
一
係

長
課
長
補
佐
）
▽
道
路
公
園
整

備
室
長
付
パ
ー
ク
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
推
進
課
長
＝
吉
倉
亨
（
危

機
管
理
部
防
災
戦
略
課
長
）
▽

道
路
公
園
整
備
室
長
付
公
園
維

持
課
長
＝
山
坂
延
央
（
同
部
道

路
公
園
整
備
室
長
付
パ
ー
ク
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
課
長
）〈
道

路
公
園
整
備
室
長
付
安
全
設
備

課
長
兼
務
〉
▽
建
築
室
長
付
建

築
審
査
課
長
〈
統
括
課
長
〉
＝

稲
本
望
（
同
部
建
築
室
長
、
事

務
取
扱
）
▽
建
築
室
長
付
開
発

指
導
課
長
＝
櫻
井
健
（
施
設
営

繕
部
東
部
地
区
建
設
課
長
）
▽

建
築
室
長
付
住
宅
課
長
＝
小
林

裕
幸（
同
部
都
市
建
設
課
長〈
統

括
課
長
〉
）
▽
建
築
室
長
付
副

参
事
〔
区
営
住
宅
更
新
担
当
〕

＝
岩
本
伸
夫
（
同
部
建
築
室
長

付
住
宅
課
長
）
▼
教
育
指
導
部

▽
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
課
長
＝
☆

神
家
満
麦
（
福
祉
部
高
齢
者
施

策
推
進
室
長
付
高
齢
者
地
域
包

括
ケ
ア
推
進
課
は
つ
ら
つ
高
齢

者
支
援
係
長
課
長
補
佐
）
▼
子

ど
も
家
庭
部
▽
子
ど
も
政
策
課

長
〈
統
括
課
長
〉
＝
樋
口
清
二

（
同
部
私
立
保
育
園
課
長
）
▽

子
ど
も
施
設
指
導
・
支
援
課
長

＝
澤
田
好
〈
鹿
浜
こ
ど
も
園
長

兼
務
〉
▽
私
立
保
育
園
課
長
＝

☆
芝
戸
拓
矢
（
危
機
管
理
部
防

災
戦
略
課
水
害
時
避
難
担
当
係

長
課
長
補
佐
）
▽
幼
稚
園
・
地

域
保
育
課
長
＝
眞
鍋
亜
砂
美

（
区
議
会
事
務
局
次
長
〈
統
括

課
長
〉
）
▼
区
議
会
事
務
局
▽

次
長
〈
統
括
課
長
〉
＝
大
久
保

慎
也
（
中
央
図
書
館
長
）

【
退
職
者

部
長
・
課
長
級
】

▽
五
十
嵐
隆
（
総
務
部
副
参
事

・
勤
労
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
派
遣
）
▽
山
下
広
幸
（
総
務

部
副
参
事
・
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
派
遣
）
▽
森
太
一
（
区

民
部
参
事
〔
区
民
担
当
〕
）
▽

飯
塚
尚
美
（
産
業
経
済
部
産
業

振
興
課
長
）
▽
佐
久
間
浩
（
足

立
福
祉
事
務
所
千
住
福
祉
課

長
）
▽
石
塚
仁
美
（
竹
の
塚
保

健
セ
ン
タ
ー
長
）▽
渡
邉
勇（
江

北
保
健
セ
ン
タ
ー
長
）
▽
小
木

曽
正
人
（
都
市
建
設
部
道
路
公

園
整
備
室
長
付
公
園
維
持
課

長
）
▽
志
田
野
隆
史
（
都
市
建

設
部
道
路
公
園
整
備
室
長
付
安

全
設
備
課
長
）▽
吉
原
治
幸（
都

市
建
設
部
道
路
公
園
整
備
室
付

副
参
事
〔
業
務
改
革
担
当
〕
）

▽
渡
辺
隆
史
（
都
市
建
設
部
建

築
室
長
付
開
発
指
導
課
長
）
▽

成
井
二
三
男
（
都
市
建
設
部
建

築
室
長
付
副
参
事
〔
建
築
調
整

担
当
〕
）
▽
菅
野
和
幸
（
都
市

建
設
部
建
築
室
長
付
副
参
事

〔
区
営
住
宅
更
新
担
当
〕
）
▽

中
島
宣
幸
（
子
ど
も
家
庭
部
子

ど
も
政
策
課
長〈
統
括
課
長
〉）

▽
小
野
浩
二
（
危
機
管
理
部
副

参
事〔
災
害
対
応
力
強
化
担
当
〕

⇒

東
京
消
防
庁
）▽
湯
川
達（
足

立
保
健
所
感
染
症
対
策
課
長⇒

千
代
田
区
）

【
部
長
級
】
▼
総
務
部
▽
参
事

＝
☆
山
根
晃
（
政
策
経
営
部
区

政
情
報
課
長
）
▽
参
事
＝
☆
安

部
嘉
昭
（
同
部
人
事
課
長
〈
統

括
課
長
〉
）
▽
参
事
・
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
派
遣
＝
橋
本

太
郎
（
地
域
の
ち
か
ら
推
進
部

参
事
〔
絆
づ
く
り
担
当
〕
再
）

訪
問
。
３
人
は
寝
台

列
車
や
薪
の
研
究
な

ど
各
々
で
取
り
組
ん

だ
こ
と
や
、
「
後
輩

た
ち
に
頼
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
に
、
楽
し

い
と
思
え
る
活
動
を

し
て
い
き
た
い
。
多

く
の
人
に
活
動
内
容

も
知
っ
て
も
ら
い
た

い
」と
声
を
揃
え
た
。

区
役
所
部
・
課
長
級
異
動

ルミネ９階ルミネ９階

よ
み
う
り

カ
ル
チ
ャ
ー

よ
み
う
り

カ
ル
チ
ャ
ー

北
千
住

北
千
住

よ
み
う
り
カ
ル
チ
ャ
ー
北

千
住
（
北
千
住
駅
ビ
ル
「
ル

ミ
ネ
」
９
階
）
で
は
、
４
月

期
の
定
期
講
座
（
約
７
５
０

講
座
）
と
入
会
金
不
要
の
公

開
講
座
で
受
講
者
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
お
電
話
（
０
３-

３
８

７
０-

２
０
６
１
）
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
公
開
講
座
「
令
和
の
時

代
の
人
工
股
関
節

ウ
ソ
・

ホ
ン
ト
」
。
講
師
は
苑
田
会

人
工
関
節
セ
ン
タ
ー
病
院
・

股
関
節
専
門
医
の
宗
像
裕
太

郎
さ
ん
。
現
在
、
人
工
股
関

節
置
換
術
は
日
本
国
内
で
広

く
行
わ
れ
て
お
り
、
時
代
の講師·宗像裕太郎

進
歩
と
と
も
に
、
幅
広
い
方

に
適
応
で
き
る
手
術
と
な
っ

て
い
ま
す
。
現
代
の
人
工
股

関
節
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す

く
お
話
し
い
た
し
ま
す
。
日

時
４
月
25
日
（
土
）
午
後
２

時
～
３
時
30
分
。
会
場
は
シ

ア
タ
ー
１
０
１
０
ギ
ャ
ラ
リ

ー
Ａ
。受
講
料
１
１
０
０
円
、

維
持
費
３
３
０
円
（
い
ず
れ

も
税
込
み
）。要
予
約
。
※
足

立
よ
み
う
り
の
読
者
10
名
様

を
抽
選
で
ご
招
待
し
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
Ｅ
メ
ー
ル
に

①
お
名
前
②
ご
住
所
③
お
電

話
番
号
を
ご
入
力
の
上
、
件

名
「
よ
み
う
り
カ
ル
チ
ャ
ー

北
千
住

健
康
講
座
足
立

係
」
と
し
て
ご
応
募
く
だ
さ

い
。
４
月
11
日
（
土
）
受
信

分
ま
で
有
効
。
当
選
者
に
は

４
月
18
日
（
土
）
ま
で
に
当

選
メ
ー
ル
を
返
信
し
ま
す
。

北千住駅ビル「ルミネ」9階

03-3870-2061下記以外にも約 750講座を募集中！（予約が必要です）

2026年4月期受講者募集中 お問い合わせ・申し込み

HPはこちらから

苑田会リハビリテーション部 理学療法士
　理学療法士が一人ひとりの体の
状態や動きを確認しながら教え
る、日常生活に役立つ体操です。

★第1・3火曜 15:30~16:30
☆３か月6回　受講料13,200円　維持費2,310円
　初日・事前体験 4/7

理学療法士が教える！ メディカル・フィットネス新設

手話パフォーマンス演者　坂内 里嘉子
はじめて手話を習う方のための

入門クラスです。日常会話や身近な
言葉、よく使う手話から学びます。

★第３日曜10:15~11:00
☆３か月3回　受講料8,250円
　維持費1,155円
　初日・事前体験 4/19

月1回の｢ありがとう｣から始める手話定期
日本ディベート協会副理事長　瀬能 和彦

　ディベートの本質は相手の意見
の構造を冷静に捉え、それに応じ
る姿勢を身につけることです。３
時間で議論の楽しさとディベート
の”エッセンス”を学ぶ、正に「超」
入門講座です。
★5/30(土)13:00~16:00
☆受講料7,150円(会員6,600円) 維持費330円

ディベート｢超｣入門！公開
Flower sweet主宰　石川 千恵

　やさしいピンクのローズで、
暮らしを華やかに彩るアレンジ
メントを制作します。母の日の
ギフトにもおすすめです。

★4/20(月)13:00~15:00
☆受講料3,740円(会員3,190円)
　教材費4,222円　維持費330円

暮らしを華やかに彩るピンクのローズアレンジ公開

　講師オリジナルテキストを
使って、初心者でもリアルな
色鉛筆画が楽しめる講座で
す。

近代日本美術協会 委員　佐々木 富士八

★第4火曜 10:30~12:30
☆６か月6回 受講料23,100円 維持費2,310円
　初日4/28

色鉛筆でわん＆にゃんを描こう定期
講談師　七代目　一龍斎貞鏡

　華と品、迫力を兼ね備えた正統派の講談師・七代目一龍斎貞鏡が、はじめて講談
をお聴きになるお客様にも、ご通家のお客様にもお楽しみいただける高座をお届け
します。演目は、今年ならではの二席でお楽しみいただきます。
● 2026年NHK大河ドラマ「豊臣兄弟！」でも大注目！
　豊臣秀吉の誕生秘話・『太閤記の内　日吉丸誕生』
●丙午年にちなみ『恋の炎　八百屋お七』
★6/6(土)14:30~16:00
☆受講料3,850円　会場：シアター1010　ギャラリーＡ

公開 はじめてのお客様も大歓迎！ 貞鏡提供の講談入門

　ウォーミングアップ、脳トレ、
筋トレなどを行います。からだ
作りを一緒に目指していきまし
ょう！

日本ブレインアップジム所属講師　北脇 真澄

★第２・４木曜 14:00~15:15
☆３か月6回　受講料19,140円
　維持費2,310円
　初日・事前体験 4/9

中高年からの脳トレエクササイズ新設

探
梅
や
梢
に
懸
る
昼
の
月

加
藤
欣
一

【
評
】
ど
こ
か
に
咲
い
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
梅
を

求
め
て
山
野
を
歩
く
。
梅
は
見
つ
け
ら
れ
な
く
て
も

探
し
て
歩
く
こ
と
が
楽
し
い
の
で
あ
る
。
探
梅
の
心

が
見
つ
け
た
昼
の
月
が
あ
わ
あ
わ
と
美
し
い
。

方
丈
の
庭
を
せ
ま
し
と
枝
垂
れ
梅

榎
本
妙
子

川
底
の
影
や
は
ら
か
に
蝌
蚪
の
群

鵜
澤
日
出
雄

天
守
閣
よ
り
の
眺
望
春
疾
風

田
地
野
貞
子

気
ま
ぐ
れ
な
時
限
爆
弾
し
ゃ
ぼ
ん
だ
ま
山
﨑
勝
久

境
内
を
遊
び
場
と
し
て
花
祭

木
村
徳
夫

空
っ
ぽ
の
餌
台
広
し
鳥
帰
る

平
井
智
子

片
栗
の
花
咲
く
風
の
道
あ
り
て

松
永
京
子

鳥
帰
る
見
上
げ
し
空
の
薄
曇

大
羽
ミ
ツ
江

岩
風
呂
の
桜
蘂
降
る
湯
船
か
な

田
口
修

つ
ま
づ
か
ず
弾
け
た
バ
イ
エ
ル
花
三
分
関
根
初
男

母
馬
は
仔
馬
に
歩
幅
合
は
せ
つ
つ

木
幡
忠
文

つ
ぎ
つ
ぎ
と
花
片
散
ら
し
次
々
と

中
津
野
洋
一

泣
き
顔
も
笑
顔
も
可
愛
い
入
園
式

坂
田
和
枝

芽
柳
の
枝
先
水
に
触
れ
も
し
て

中
島
と
し
子

可
惜
夜
の
ひ
ひ
な
の
灯
り
明
か
る
う
す
選

者

吟

【
応
募
要
項
】
は
が
き
に
当
季
雑
詠
２
句
、
氏
名
、

住
所
、
年
齢
、
☎
を
明
記
し
、
〒
121
︲
０
８
３
１
足
立
区

舎
人
２
︲
２
︲
26
足
立
よ
み
う
り「
俳
壇
」係
へ
。
一
人

一
通
。
締
切
は
４
月
14
日
㈫
到
着
分
。
初
心
者
歓
迎
。

松
岡
隆
子

選

栞
主
宰

壇壇
俳俳

105

多
田
文
夫

ゆ
る
「
鎖
国
」
一
六
三
九
年
）
、
お
寺
が
人

別
（
戸
籍
）
を
管
理
す
る
檀
家
制
度
も
寺
社

奉
行
の
設
置
（
一
六
三
五
年
）
で
確
立
し
て

い
く
と
さ
れ
て
い
ま
す
（
圭
室
文
雄
「
檀
家

制
度
の
成
立
と
展
開
」
）
。

な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
の
社
会
体
制
を
整
備
し
た

の
で
し
ょ
う
。
そ
の
背
景
の
一
つ
と
し
て
、

考
え
ら
れ
て
い
る
の
が
、
対
外
危
機
で
す
。

実
は
諸
外
国
の
ア
ジ
ア
各
地
の
植
民
地
化

や
、
キ
リ
シ
タ
ン
の
存
在
が
影
響
を
与
え
た

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

海
外
渡
航
の
禁
止
や
禁
教
令
は
と
も
か

く
、外
国
船
の
入
港
を
も
禁
止
で
き
た
の
は
、

当
時
の
日
本
が
、
そ
れ
だ
け
の
国
力
が
あ
っ

た
た
め
で
し
た
。

こ
う
し
た
対
外
関
係
の
緊
張
を
、
さ
ま
ざ

ま
な
制
度
で
固
め
た
家
光
政
権
を
考
え
る

と
、
日
光
の
大
猷
院
の
荘
厳
さ
の
中
に
、
当

時
の
幕
府
の
「
覚
悟
」
を
感
じ
ま
す
。

ち
な
み
に
「
猷
」
の
文
字
に
は
「
は
か
り

ご
と
」
「
政
治
」
の
意
味
が
あ
り
、
「
大
猷

院
」
と
は
大
き
な
政
治
を
行
っ
た
人
と
い
う

意
味
で
、
思
わ
ず
納
得
し
ま
し
た
。

江
戸
幕
府
、
三
代
将
軍
徳
川
家
光
は
、
生

ま
れ
な
が
ら
の
将
軍
で
し
た
。
初
代
家
康
、

二
代
秀
忠
は
と
も
に
戦
国
乱
世
を
生
き
抜
い

た
武
将
と
し
て
の
経
験
が
あ
り
ま
し
た
が
、

家
光
は
生
ま
れ
た
時
か
ら
、
将
軍
と
し
て
の

大
猷
院
・
徳
川
家
光
の
廟
所

将
来
を
約
束
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

こ
の
家
光
で
す
が
、
足

立
に
は
関
わ
り
の
深
い
将

軍
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
区
内
の
由
緒
あ
る
寺

■
日
光
の
大
猷
院

日
光
山
に
は
家
康
を
ま
つ

る
東
照
宮
の
ほ
か
に
も
、
大
猷
院
（
た
い
ゆ
う

い
ん
）
と
い
う
寺
院
が
あ
り
ま
す
。
徳
川
家
光

の
廟
所
（
墓
所
）
で
、
法
名
に
由
来
し
ま
す
。

黒
を
基
調
に
し
た
寺
院
建
築
が
立
ち
並
ぶ
荘
厳

な
空
間
で
す
。
本
殿
・
拝
殿
の
ほ
か
に
も
仁
王

門
、
二
天
門
（
写
真
）
、
法
華
堂
、
常
行
堂
な

ど
が
建
ち
並
ん
で
い
ま
す
。
日
光
の
社
寺
の
中

で
も
、
落
ち
着
い
た
権
威
を
感
じ
る
こ
と
が
出

来
ま
す
。

■
対
外
危
機
の
時
代

家
光
の
政
権
下
で
は
、

江
戸
時
代
の
様
々
な
社
会
体
制
が
整
備
さ
れ
ま

し
た
。
大
名
行
列
で
知
ら
れ
る
参
勤
交
代
の
制

度
（
一
六
三
五
年
）
、
管
理
貿
易
体
制
（
い
わ

院
の
多
く
は
、家
光
か
ら
朱
印
状
を
与
え
ら
れ
、

な
か
に
は
家
光
ゆ
か
り
の
由
緒
を
持
つ
こ
と
も

数
多
く
あ
り
ま
す
。

大猷院の二天門。黒を基調とし
た中に金の装飾が印象的です。

が
こ
も
り
、
発
汗
や
ほ
て

り
を
招
き
ま
す
。
そ
れ
が

陰
虚
火
旺
と
い
う
症
状
に

な
り
ま
す
。

根
本
的
な
対
策
は
、
腎

精
や
肝
陰
を
補
っ
て
、
潤

い
が
減
少
し
て
ゆ
く
ス
ピ

ー
ド
を
緩
や
か
に
し
て
あ

げ
る
こ
と
。
よ
く
使
わ
れ

る
処
方
は
知ち

柏ば
く

地じ

黄お
う

丸が
ん

、

杞こ

菊ぎ
く

地じ

黄お
う

丸が
ん

、
八は

ち

味み

丸が
ん

、

亀き

鹿ろ
く

仙せ
ん

な
ど
。
イ
ラ
イ
ラ

や
気
持
ち
の
乱
れ
、
胸
や

突
然
カ
ー
ッ
と
暑
く

な
り
、
汗
が
止
ま
ら
な

く
な
る
ホ
ッ
ト
フ
ラ
ッ

シ
ュ
。
中
医
学
で

は
、
閉
経
前
後
の

発
汗
、
ほ
て
り
、

の
ぼ
せ
は
陰い

ん

虚き
ょ

火か

旺お
う

が
原
因
と
考
え

ま
す
。
更
年
期
に

は
、
腎
精
や
肝
陰

と
い
っ
た
体
の
潤
い
と

な
る
陰い

ん

が
減
少
し
ま

す
。
女
性
ホ
ル
モ
ン
も

そ
の
一
つ
で
す
。
シ
ワ

の
増
加
、
肌
の
乾
燥
、

髪
の
パ
サ
つ
き
や
抜
け

毛
、
目
や
の
ど
の
渇
き

も
潤
い
の
不
足
に
よ
る

現
象
で
す
。
そ
れ
に
よ

っ
て
体
内
に
乾
い
た
熱

お
腹
の
張
り
が
あ
れ
ば

加か

味み

逍し
ょ
う

遙よ
う

散さ
ん

を
併
せ

る
の
も
効
果
的
で
す
。

食
事
で
は
、
陰
を
補

い
余
分
な
熱
を
冷
ま
す

白
キ
ク
ラ
ゲ
、

ク
コ
の
実
、
桑

の
実
、
キ
ュ
ウ

リ
、
ト
マ
ト
、

大
根
、
も
や

し
、
ス
イ
カ
の

よ
う
な
補
陰
清

熱
作
用
の
あ
る
食
材
を

摂
る
よ
う
に
心
が
け
て

み
て
く
だ
さ
い
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

◆
飯
島
仁
生
堂
薬
局
本
店

足
立
区
千
住

１
―
29
―
２

☎
３
８
８
１
・
２
２
７
３

http://www.jinseido.co.jp� Twitter

＜第１３９話＞

ホ
ッ
ト
フ
ラ
ッ
シ
ュ

ここに一言が入ります。

足
あ だ ち
立 太

た
郎
ろう

足
あ だ ち
立 花

はな
子
こ

（西暦）24・12・15
舎人２丁目

（
見
本
）写
真
サ
イ
ズ
縦
24
㍉
×
横
32
㍉

「わがやの天使」写真募集

４
月
20
日
㈪
締
切

足
立
よ
み
う
り
新
聞
で

は
、
ご
愛
読
者
サ
ー
ビ
ス
と

し
て
毎
年
恒
例
の
「
わ
が
や

の
天
使
」
特
集
を
、
５
月
１

日
号
に
掲
載
し
ま
す
。

掲
載
料
は
無
料
。
応
募
資

格
は
、
小
学
校
新
１
年
生
ま

で
。
兄
弟
姉
妹
で
の
応
募

は
、
で
き
る
だ
け
１
枚
で
お

願
い
し
ま
す
。
応
募
写
真
は

返
却
し
ま
せ
ん
。
お
じ
い
ち

ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
か
ら

の
ご
応
募
も
大
歓
迎
で
す
。

【
応
募
方
法
】
①
Ｌ
判
の

プ
リ
ン
ト
写
真
１
枚
と
、
別

行
後
削
除
し
ま
す
。

※
住
所
の
掲
載
は
、
丁
目

ま
で
と
し
ま
す
。
ま
た
、
ご

応
募
い
た
だ
い
た
個
人
情
報

は
、
本
企
画
関
連
以
外
に
は

使
用
し
ま
せ
ん
。

【
郵
送
先
】
〒
１
２
１
・

０
８
３
１
足
立
区
舎
人
２

︲
２
︲
26
「
足
立
よ
み
う
り

新
聞
天
使
係
」
。

【
応
募
締
切
】
２
０
２
６

年
４
月
20
日
㈪
必
着
（
受

信
）
分
ま
で
。

※
ご
応
募
い
た
だ
い
た
写

真
は
全
て
掲
載
し
ま
す
が
、

５
月
１
日
号
に
掲
載
し
き
れ

な
か
っ
た
場
合
は
、
次
号
以

降
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。
予

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

こどもの日特集（５月１日号掲載）

応募用
二次元コード

紙
に
子
ど
も
の
名
前
（
ふ
り

が
な
）・
生
年
月
日
（
西

暦
）・
住
所
・
電
話
番
号
・

12
文
字
以
内
の
「
一
言
メ
ッ

セ
ー
ジ
」
を
書
き
添
え
て
封

書
で
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

②
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら

メ
ー
ル
で
の
応
募
も
で
き
ま

す
。
下
の
二
次
元
コ
ー
ド
を

読
み
取
り
、
開
い
た
ペ
ー
ジ

の
一
番
上
に
あ
る
「⇒

メ
ー

ル
作
成
面
は
こ
ち
ら
か
ら
」

を
タ
ッ
プ
し
て
く
だ
さ
い
。

メ
ー
ル
が
立
ち
上
が
り
、
必

要
事
項
を
記
入
し
写
真
を
添

付
し
て
送
信
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た

は
、hensyu@

ayomi.co.jp

へ

の
メ
ー
ル
に
写
真

を
添
付
し
て
も
Ｏ

Ｋ
で
す
。
メ
ー
ル

は
全
て
、
新
聞
発

平
成
12
年
、
一
茶
ま
つ
り
全
国
小
中
学
生
俳
句
大
会

の
福
岡
県
那
珂
川
中
学
校
３
年
、
安
諭
美
さ
ん
の
入
賞

句
。
も
う
そ
ん
な
季
節
で
す
ね
。
作
者
が
〇
〇
○
〇
○

に
使
っ
た
言
葉
は
何
で
し
ょ
う
。

����

①
そ
つ
ぎ
ょ
う
　
　
②
に
ゅ
う
が
く

正
解
は
、
５
月
１
日
号
の
本
紙
に
掲
載
し
ま
す
。
お

楽
し
み
に
。

▽
３
月
６
日
号
の
答
え
は
「
②
ね
え
」
で
し
た
。

古
い
す
の
傷
も
深
け
り
〇
〇
〇
〇
〇
す

炎
天
寺
は
い
く
想
像
力
ク
イ
ズ
�

次
号
は
５
月
１
日（
金
）発
行

○
新
規
広
告
は
！
☎
５
６
４
７
・
４
３
４
３
◆日々の情報は

X（旧Twitter）

2,400
3,000
3,000
3,800

3,800
3,800
5,000
5,000

→
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

https://www.ayomi.co.jp/tuhan/
03-5647-4388FAX申込み

ネット通販お
申
し
込
み 電話申込み03-5647-4343

※日時指定ができますのでご利用ください。

※ご注文が大変多くなってきました。お申し込みはお早目に。

入学祝・就職祝・「母の日」のプレゼントに


